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商工貯蓄共済
あなたも家族もまるごと守る

お 申 し 込 み は

北 海 道 商 工 会 連 合 会

全国商工会会員福祉共済

商　工　会

貯
蓄
保
障
融
資

明日に
ジャンプ !!

　

今
年
、
北
広
島
市
で
は
北
海
道

日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
新
球
場

「
エ
ス
コ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
北
海
道
」

開
業
で
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

　

北
広
島
商
工
会（
藤
山
康
雄
会
長
）

は
、
道
産
米
の
原
点
と
な
っ
た
地
元

産
赤
毛
米
を
使
っ
た
貴
醸
酒
の
新
発

売
に
あ
た
り
、
球
場
外
観
写
真
を
ラ

ベル
に
し
て
３
月
の
開
業
を
祝
っ
た
。

　

商
工
会
が
赤
毛
米
に
着
目
し
た

の
は
、
平
成
24
年
。
北
広
島
市
は
、

明
治
６
年
に
中
山
久
蔵
が
寒
さ
に

強
い
赤
毛
の
種
も
み
を
使
っ
て
、

道
南
以
北
で
初
め
て
米
の
収
穫
に

成
功
し
た
歴
史
が
あ
る
が
、
こ
の

偉
業
が
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
「
き
た
ひ
ろ
し
ま
開
拓

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
」
を
立
ち

上
げ
、
赤
毛
米
の
Ｐ
Ｒ
と
商
品
開

発
を
目
指
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　

平
成
26
年
か
ら
は
、
こ
の
取
組

に
共
感
し
た
㈲
タ
カ
シ
マ
フ
ァ
ー

ム
が
参
画
し
て
赤
毛
米
の
復
活
栽
培

が
始
ま
っ
た
。

　

そ
し
て
平
成
28
年
産
米
を
使
い
、

商
工
会
と
田
中
酒
造
（
小
樽
市
）
の

共
同
開
発
で
、
初
の
日
本
酒
と
な
る

純
米
吟
醸
原
酒
「
久
蔵
翁
」
を
平
成

29
年
に
千
２
百
本
発
売
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
令
和
元
年
に
異
変
が

生
じ
る
。
酒
の
味
が
過
去
３
年
と
全

く
異
な
っ
て
し
ま
い
商
品
化
を
断
念

せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
製
造
関

係
者
が
１
年
か
け
て
調
べ
た
結
果
、

こ
の
年
に
入
手
し
た
赤
毛
米
の
種
子

が
過
去
３
年
の
も
の
と
異
な
っ
て
い

た
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

せ
っ
か
く
貴
重
な
赤
毛
米
で
作
っ

た
日
本
酒
を
無
駄
に
し
な
い
方
法
は

な
い
か
と
模
索
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

田
中
酒
造
の
提
案
で
仕
込
み
水
の
代

わ
り
に
こ
の
酒
を
入
れ
て
仕
込
む

「
貴
醸
酒
」
と
す
る
こ
と
に
し
、
醸

造
か
ら
約
３
年
の
熟
成
を
経
て
令
和

５
年
に
完
成
に
こ
ぎ
つ

け
た
。

　

貴
醸
酒
と
は
、
国
税

庁
醸
造
試
験
所
が
高
級

な
お
祝
い
の
酒
と
し
て

昭
和
48
年
に
開
発
し
た

も
の
で
、
濃
厚
で
ま
ろ

や
か
な
甘
口
が
特
徴
。

　

そ
こ
で
、
新
球
場
開
業
を
祝
お
う

と
、
ラ
ベ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
球
場
外
観

写
真
の
使
用
を
球
団
に
申
し
入
れ
、

共
同
で
ラ
ベ
ル
を
制
作
し
た
。

　

貴
醸
酒
の
名
称
は
、
中
山
久
蔵
の

寒
地
稲
作
成
功
か
ら
１
５
０
年
の
記

念
す
べ
き
年
を
入
れ
て
「
赤
毛
米
貴

醸
酒
２
０
２
３
」
と
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
奇
跡
的
な
経
緯
で
付

加
価
値
も
つ
き
、
今
年
３
月
下
旬
に
、

７
２
０
㎖
入
り
を
６
千
６
百
円
に
て

９
１
１
本
限
定
で
発
売
し
た
。

　

市
内
で
は
、
商
工
会
員
の
16
事
業

所
で
取
り
扱
っ
て
い
る
ほ
か
、
エ
ス

コ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
内
の
プ
レ
ミ
ア
ム

エ
リ
ア
で
、
公
式
戦
開
幕
か
ら
提
供

さ
れ
、
好
評
を
博
し
た
。

　

前
年
に
は
「
赤
毛
米
焼
酎
１
８
７ 

３
」
も
発
売
し
て
お
り
、
道
の
北
の

ハ
イ
グ
レ
ー
ト
食
品
２
０
２
３
に
選

定
さ
れ
た
。
お
酒
以
外
で
も
会
員
事

業
所
で
赤
毛
米
の
米
粉
や
酒
粕
を

使
っ
た
商
品
を
製
造
販
売
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
取
組
が
評
価
さ
れ
、
商
工

会
は
令
和
３
年
に
農
林
水
産
省
の

「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
山
漁
村
の
宝
ア

ワ
ー
ド
特
別
賞
」
を
受
賞
し
て
い
る
。

　

商
工
会
で
は
、「
今
後
も
酒
づ
く

り
は
も
と
よ
り
、
赤
毛
米
を
使
っ
た

商
品
の
販
売
促
進
に
力
を
入
れ
て
地

域
を
盛
り
上
げ
た
い
」
と
し
て
い
る
。

地
元
産
赤
毛
米
を
使
っ
た
お
酒
で

　
　
　

  

商
工
会
が
ま
ち
お
こ
し

地
元
産
赤
毛
米
を
使
っ
た
お
酒
で

　
　
　

  

商
工
会
が
ま
ち
お
こ
し

地
元
産
赤
毛
米
を
使
っ
た
お
酒
で

　
　
　

  

商
工
会
が
ま
ち
お
こ
し

地
域
を
支
え
る

商
工
会

地
域
を
支
え
る

商
工
会

北広島
商工会
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道
商
工
連
の
総
会
は
、
全
道
１
５ 

２
商
工
会
か
ら
委
任
状
出
席
19
名
を

含
む
１
４
８
名
の
会
長
が
出
席
。

　

冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
宮
崎
会
長

は
、「
５
月
８
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
の

感
染
症
法
上
の
位
置
付
け
が
５
類
へ

と
引
き
下
げ
と
な
り
、
コ
ロ
ナ
禍
前

の
水
準
へ
の
景
気
回
復
が
強
く
期
待

さ
れ
る
一
方
、
原
料
や
燃
料
価
格
が

高
騰
し
、
価
格
転
嫁
が
難
し
い
小
規

模
事
業
者
に
と
っ
て
厳
し
い
状
況
が

今
後
も
続
く
が
、
連
合
会
と
し
て
も
、

人
材
不
足
や
経
営
者
の
高
齢
化
、
後

　
道
商
工
連
の
令
和
５
年
度
通
常
総
会
・
総
代
会
が
５
月
25
日
、
札
幌
市
内

の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、
令
和
４
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
報
告
な
ど
の

議
案
が
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

継
者
不
足
な
ど
地
域
企
業
の
抱
え
る

様
々
な
課
題
に
対
し
て
、
国
や
道
、

関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
、
商

工
会
と
と
も
に
支
援
策
を
活
用
し
た

事
業
推
進
に
努
め
る
」
と
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
道
商
工
連
会
長
表
彰
が

行
わ
れ
、
優
良
４
商
工
会
、
優
良
役

員
45
名
と
同
職
員
７
名
、
共
済
事
業

加
入
推
進
優
良
５
商
工
会
、
会
員
増

強
運
動
優
良
４
商
工
会
に
表
彰
状
と

記
念
品
が
贈
ら
れ
、
被
表
彰
者
を
代

表
し
て
小
清
水
町
商
工
会
の
橘
会
長

が
謝
辞
を
述
べ
た
。

　

来
賓
の
岩
永
正
嗣
北
海
道
経
済
産

業
局
長
、
浦
本
元
人
北
海
道
副
知
事

が
挨
拶
を
行
っ
た
後
、
議
長
選
出
が

行
わ
れ
、
石
狩
管
内
新
篠
津
村
商
工

会
の
工
藤
会
長
と
上
川
管
内
愛
別
商

工
会
の
長
屋
会
長
を
選
出
し
て
、
提

案
さ
れ
た
令
和
４
年
度
事
業
報
告
及

び
収
支
決
算
報
告
な
ど
の
議
案
が
原

案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
役
員
の
補
充
選
任
が
行
わ
れ
、

新
理
事
に
上
原
芳
昭
氏
と
久
末
元
氏

が
選
任
さ
れ
た
。

　

続
く
道
商
工
業
支
援
協
同
組
合
の

通
常
総
代
会
で
は
、
事
業
報
告
と
収

支
決
算
報
告
、
剰
余
金
処
分
案
が
承

認
さ
れ
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の

改
選
で
は
理
事
20
名
と
監
事
３
名
が

選
任
さ
れ
た
。

　

総
代
会
終
了
後
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
中
止
し
て
い
た
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー

を
４
年
ぶ
り
に
開
催
し
、
石
塚
宗
司

北
海
道
開
発
局
長
、
中
村
貴
修
日
本

政
策
金
融
公
庫
国
民
生
活
事
業
北
海

道
地
区
統
括
、
村
田
憲
俊
道
議
会
・

自
由
民
主
党
商
工
会
振
興
議
員
連
盟

会
長
を
は
じ
め
と
す
る
道
議
会
議
員

な
ど
多
く
の
来
賓
を
迎
え
、
和
や
か

に
懇
親
を
深
め
た
。

　

道
商
工
会
青
年
部
連
合
会
（
西
尾

広
美
会
長
）
の
通
常
総
会
が
５
月
12

日
、
札
幌
市
内
で
開
催
さ
れ
、
全
道

か
ら
１
３
５
名
の
青
年
部
長
が
出

席
し
た
。

　

令
和
５
年
度
事
業
で
は
、
若
手
後

継
者
等
育
成
事
業
を
始
め
と
し
た
計

画
案
が
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
が
行
わ
れ
、
新
会
長
に
は
桧
山
管

内
商
工
青
連
会
長
の
久
末
氏
が
選

任
さ
れ
た
。
新
役
員
は
次
の
と
お
り
。

会　

長　

久
末 　

元
（
上
ノ
国
町
）

副
会
長　

寺
迫 

昇
真
（
秩
父
別
町
）

副
会
長　

三
上 

太
一
（
む
か
わ
町
）

副
会
長　

小
林 

康
樹
（
平
取
町
）

副
会
長　

山
田 

直
也
（
当
別
町
）

理　

事　

小
田 

雄
也
（
き
た
み
市
）

理　

事　

三
橋 

弘
征
（
函
館
市
亀
田
） 

理　

事　

岡
崎 

将
人
（
真
狩
村
）

理　

事　

大
熊 

啓
司
（
比　
　

布
）

理　

事　

藤
田 

卓
也
（
小
平
町
）

理　

事　

安
田 

勝
一
（
枝
幸
町
）

理　

事　

山
﨑 

真
平
（
音
更
町
）

理　

事　

西
崎 　

勉
（
弟
子
屈
町
）

理　

事　

小
泉 

理
央
（
別
海
町
）

理　

事　

岡
本 

賢
太
（
奥　
　

尻
）

　

総
会
終
了
後
に
主
張
発
表
北
海
道

大
会
を
兼
ね
た
全
道
指
導
者
中
央
研

修
会
が
開
催
さ
れ
、
道
内
４
ブ
ロ
ッ

ク
の
代
表
が
活
動
内
容
な
ど
を
発
表

し
た
。
審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
に

は
、
木
古
内
商
工
会
青
年
部
・
工
藤

寛
文
部
長
が

選
ば
れ
た
。

　

な
お
、
工

藤
部
長
は
８

月
に
岩
手
県

で
開
催
さ
れ

る
東
北
六

県
・
北
海
道

商
工
会
青
年

部
主
張
発
表
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
北
海

道
代
表
と
し
て
出
場
す
る
。

◆

　

道
商
工
会
女
性
部
連
合
会
（
国
沢

広
子
会
長
）
の
通
常
総
会
が
、
５
月

11
日
、
札
幌
市
内
で
開
催
さ
れ
、
全

道
か
ら
１
４
４
名
の
女
性
部
長
が
出

席
し
た
。

　

令
和
５
年
度
事
業
で
は
、
女
性
部

組
織
の
拡
充
・
強
化
を
図
る
た
め
加

入
促
進
運
動
を
継
続
し
て
取
り
組
む

ほ
か
、「
業
務
体
験
研
修
」
や
「
な

で
し
こ
経
営
者
育
成
塾
」
の
実
施
な

ど
若
手
後
継
者
等
育
成
事
業
を
始
め

と
し
た
計
画
案
が
原
案
ど
お
り
承
認

さ
れ
た
。

　

総
会
終
了
後
に
主
張
発
表
北
海
道

大
会
を
兼
ね
た
全
道
指
導
者
中
央
研

修
会
が
開
催
さ
れ
、
道
内
４
ブ
ロ
ッ

ク
の
代
表
が

活
動
内
容
な

ど
を
発
表
し

た
。
審
査
の

結
果
、
最
優

秀
賞
に
は
、

斜
里
町
商
工

会
女
性
部
・

武
藤
香
苗
部

長
が
選
ば
れ
た
。

　

な
お
、
武
藤
部
長
は
７
月
に
山
形

県
で
開
催
さ
れ
る
東
北
六
県
・
北
海

道
商
工
会
女
性
部
主
張
発
表
ブ
ロ
ッ

ク
大
会
に
北
海
道
代
表
と
し
て
出
場

す
る
。

通
常
総
会
・
総
代
会
を
開
催

道
商
工
連
・
商
工
業
支
援
協
同
組
合

令和5年度

道
商
工
青
連
・
女
性
連

通
常
総
会
を
開
催
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道
商
工
連
の
令
和
５
年
度
通
常
総

会
で
道
商
工
連
会
長
表
彰
を
受
け
た

商
工
会
及
び
役
職
員
は
次
の
と
お
り

︵
敬
称
略
︶

優
良
商
工
会

◇
渡
島
管
内
︻
北
斗
市
︼

◇
上
川
管
内
︻
あ
さ
ひ
か
わ
︼︻
中

川
町
︼

◇
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
︻
小
清
水
町
︼

優
良
役
員

◇
石
狩
管
内

︻
新
篠
津
村
︼
北
川
哲
也

◇
渡
島
管
内

︻
知
内
︼
秋
元
俊
隆
、
木
本
正
宏
、

臼
井
哲
也
、
八
谷
菊
江
、
佐
藤
昌

彦
︻
森
町
さ
わ
ら
︼
木
下
信
、
小
泉　
　

満
、
澤
田
光
、
佐
藤
真
喜
子
、
柴
田

智
己
︻
八
雲
︼
近
藤
安
幸

◇
後
志
管
内

︻
蘭
越
町
︼
荒
谷
直
子
、
住
吉
邦
幸
、

髙
橋
浩
之
、
朝
比
奈
隆
之

◇
空
知
管
内

︻
奈
井
江
町
︼
三
原
新
、佐
藤
功
︻
長

沼
町
︼齋
藤
和
男
、安
居
一
英︻
月
形
︼

平
塚
勝
也
、
石
川
広
樹
、
堤
恵
茂

◇
上
川
管
内　
　
　
　
　
　

︻
南
富
良
野
町
︼中
村
壽
男︻
美
深
町
︼

髙
附
秀
文

◇
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内

︻
津
別
町
︼
松
浦
恵
子
、
増
田
好
子
、

山
田
耕
司
︻
小
清
水
町
︼
小
笠
原
知

也
︻
興
部
町
︼
佐
藤
智
希
、
伊
藤
健

二
、
服
部
徹
也
、
川
原
田
正
志
、
工

藤
喜
代
子
、
川
崎
敏
夫

◇
胆
振
管
内

︻
白
老
町
︼
吉
谷
一
孝
︻
安
平
町
︼

小
山
優
子
︻
む
か
わ
町
︼
栗
原
敏
晴

◇
十
勝
管
内

︻
音
更
町
︼
山
﨑
靖
範
︻
上
士
幌
町
︼

秋
葉
孝
則
、
家
常
豊
︻
新
得
町
︼
石

川
雅
規︻
大
樹
町
︼田
中
ひ
と
み︻
本

別
町
︼
新
津
直
子
︻
足
寄
町
︼
阿
部

孝
志　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
45
名
）

優
良
職
員

◇
上
川
管
内

︻
比
布
︼
佐
竹
あ
か
り
︻
愛
別
︼
住

友
瑞
貴
︻
南
富
良
野
町
︼
増
田
美
幸

︻
和
寒
町
︼
村
中
早
苗

◇
胆
振
管
内

︻
白
老
町
︼
鴻
野
聡
子

◇
根
室
管
内

︻
中
標
津
町
︼
松
田
久
美
子

︻
道
商
工
連
︼
久
保
耕
二（

以
上
７
名
）

共
済
事
業
加
入
推
進
優
良
商
工
会

︻
商
工
貯
蓄
共
済
新
規
加
入
率
︼
▽

神
恵
内
村
▽
朝
日
▽
西
興
部
村

︻
全
国
商
工
会
会
員
福
祉
共
済
新
規

加
入
率
︼
▽
朝
日
▽
鶴
居
村

会
員
増
強
運
動
優
良
商
工
会

︻
会
員
純
増
率
︼

▽
赤
井
川
村
▽
神
恵
内
村

︻
会
員
純
増
数
︼

▽
あ
さ
ひ
か
わ
▽
東
川
町

理　
　

事　

上
原
芳
昭（
う
え
は

ら・よ
し
あ
き
）根
室

商
工
連
会
長
。㈲
大

和
殿
代
表
取
締
役
。

平
成
27
年
中
標
津
町
商
工
会
長
。72
歳
。

　

理　
　

事　

久
末
元（
ひ
さ
す
え
・

は
じ
め
）
道
商
工
青

連
会
長
。
㈲
夷
王
亭

取
締
役
。
令
和
元
年

上
ノ
国
町
商
工
会
理
事
。
39
歳
。

（
道
商
工
業
支
援
協
同
組
合
）

　

監　
　

事　

井
上
晋
一
（
い
の
う

え
・
し
ん
い
ち
）
員

外
監
事
。
平
成
24
年

井
上
晋
一
事
務
所
代

表
。
公
認
会
計
士
。
61
歳
。

　

５
月
の
商
工
会
総
会
で
次
の
新
会

長
が
選
任
さ
れ
た
。

南
富
良
野
町
商
工
会　

小
泉
憲

勝
（
こ
い
ず
み
・
の

り
か
つ
）
小
松
建
設

工
業
㈱
代
表
取
締
役
。

平
成
23
︱
25
年
理
事
、
平
成
26
︱
令

和
４
年
副
会
長
。
63
歳
。

清
里
町
商
工
会　

若
松
顕
仁
（
わ

か
ま
つ
・
あ
き
ひ
と
）

若
松
華
岳
書
道
院
院

長
。
平
成
29
年
監
事
、

平
成
30
︱
令
和
４
年
副
会
長
。
59
歳
。

別
海
町
商
工
会　

篠
田
巌
（
し
の

だ
・
い
わ
お
）
㈱
別

海
代
表
取
締
役
。
平

成
18
︱
令
和
４
年
副

会
長
。
61
歳

（
役
員
歴
は
年
度
で
の
表
記
）

道
商
工
連
新
役
員
紹
介

（敬称略）

新
商
工
会
長
紹
介

（敬称略）

被
表
彰
者

道
商
工
連
会
長
表
彰

火災、落雷、破裂・爆発、風災・ひょう災・雪災
物体の落下・飛来・衝突、水ぬれ、騒じょう、盗難、水災

備えは万全ですか？ 
総合火災共済に加入して
安心な毎日を！

備えは万全ですか？ 
総合火災共済に加入して
安心な毎日を！

みなさまのニーズに合わせて大切な財産をしっかりお守りいたします。

お申込み・お問い合わせ 各取扱商工会または当組合へ

〒060-0001 札幌市中央区北１条西７丁目 プレスト1・7
Tel.011-231-1322（受付時間 平日9：00～17：00）

http://www.lilac.co.jp/kasaikyosai/
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令
和
元
年
度
補
正
予
算
・
令
和

３
年
度
補
正
予
算
に
よ
る
「
小
規

模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
」
の
第

11
回
採
択
結
果
が
４
月
27
日
に
公

表
さ
れ
、
全
道
商
工
会
地
区
か
ら

96
件
の
応
募
の
う
ち
、
74
件
の
企

業
が
採
択
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
第
12
回
申
請
分
が
６
月

１
日
で
締
め
切
ら
れ
、
１
０
９
件

の
申
請
が
あ
っ
た
。

　

本
補
助
金
は
、
小
規
模
事
業
者

が
直
面
す
る
制
度
変
更
（
働
き
方

改
革
や
被
用
者
保
険
の
適
用
拡
大
、

賃
金
引
き
上
げ
、
イ
ン
ボ
イ
ス
導

入
等
）
に
対
応
す
る
た
め
、
経
営

計
画
を
作
成
し
、
そ
れ
ら
に
基
づ

い
て
行
う
販
路
開
拓
の
取
組
み
等

に
対
し
て
、
経
費
の
一
部
（
補
助

率
３
分
の
２
、
補
助
上
限
50
万
円
。）

を
支
援
す
る
も
の
。

　

な
お
、
第
12
回
申
請
よ
り
「
イ

ン
ボ
イ
ス
枠
」
の
取
り
扱
い
が
変

更
と
な
り
、
今
後
は
「
イ
ン
ボ
イ

ス
特
例
」
と
し
て
免
税
事
業
者
か

ら
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
の
登

録
を
受
け
た
事
業
者
に
対
し
て
、

全
て
の
枠
で
補
助
上
限
額
を
一
律

50
万
円
上
乗
せ
す
る
。

　

そ
の
他
の
特
別
枠
は
継
続
さ
れ
、

　

道
商
工
連
と
日
本
政
策
金
融
公
庫

北
海
道
内
９
支
店
（
略
称
：
日
本
公

庫
）
は
、
３
月
９
日
に
札
幌
市
内
の

ホ
テ
ル
で
「
事
業
承
継
支
援
に
関
す

る
覚
書
」
を
締
結
し
、
事
業
承
継
支

援
に
係
る
連
携
ス
キ
ー
ム
を
構
築
し

た
。

　

本
ス
キ
ー
ム
で
は
、
道
商
工
連
・

道
内
１
５
２
商
工
会
及
び
日
本
公
庫

が
、
道
内
の
中
小
・
小
規
模
事
業
者

の
中
か
ら
「
後
継
者
が
い
な
い
た
め

に
事
業
を
譲
り
渡
し
た
い
」
な
ど
の

ニ
ー
ズ
を
掘
り
起
こ
し
、
両
者
の
全

国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
、
事

業
を
譲
り
受
け
た
い
方
へ
の
Ｍ
＆
Ａ

に
向
け
た
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
を
推
進

す
る
。

　

北
海
道
に
お
け
る
後
継
者
不
在
率

は
民
間
調
査
会
社
の
統
計
デ
ー
タ
に

よ
る
と
、
２
０
２
１
年
以
降
、
全
国

的
な
流
れ
に
反
し
、
高
止
ま
り
で
推

移
し
て
お
り
、「
経

営
者
の
高
齢
化
や

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

で
事
業
者
の
休
廃

業
が
増
加
傾
向

に
あ
る
中
」、
地

域
に
必
要
な
事
業

を
残
し
次
世
代
に

つ
な
ぐ
事
業
承
継

へ
の
取
り
組
み
は
、

喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
道

商
工
連
と
日
本
公

庫
は
、
そ
れ
ぞ
れ

に
事
業
承
継
対
策

の
支
援
を
行
っ
て

き
た
が
、
こ
の
連

携
に
よ
り
全
国
規

模
に
よ
る
第
三
者

承
継
支
援
が
本
格

的
に
実
施
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
道
商
工

連
で
は
、
更
な
る

支
援
の
充
実
に
向
け
て
、
Ｍ
＆
Ａ
総

合
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
民
間

企
業
と
の
連
携
も
予
定
、
マ
ッ
チ
ン

グ
情
報
や
支
援
事
例
を
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
し
、
情
報
提
供
す
る
こ
と
で
第

三
者
承
継
の
推
進
を
図
る
。

小
規
模
事
業
者

持
続
化
補
助
金
の
ご
案
内

小
規
模
事
業
者

持
続
化
補
助
金
の
ご
案
内

小
規
模
事
業
者

持
続
化
補
助
金
の
ご
案
内

左
記
の
要
件
を
満
た
す
事
業
者
が

申
請
可
能
。

【
賃
金
引
上
げ
枠
】

　

補
助
事
業
実
施
期
間
に
、
事
業

場
内
最
低
賃
金
を
地
域
別
最
低
賃

金
よ
り
30
円
以
上
増
加(

既
に
達

成
済
み
の
場
合
は
、
現
在
支
給
の

事
業
場
内
最
低
賃
金
よ
り
30
円
以

上
増
加)

さ
せ
た
事
業
者
が
申
請

可
能
。
補
助
率
３
分
の
２
、
補
助

上
限
２
０
０
万
円
。

　

本
枠
を
申
請
す
る
事
業
者
の
う

ち
業
績
が
赤
字
の
事
業
者
は
、
補

助
率
を
４
分
の
３
へ
引
き
上
げ
る

と
共
に
政
策
加
点
に
よ
る
優
先
採

択
を
実
施
す
る
。

【
創
業
枠
】

　
「
特
定
創
業
支
援
等
事
業
」
に

よ
る
支
援
を
公
募
締
切
時
か
ら
起

算
し
て
過
去
３
か
年
の
間
に
受
け
、

か
つ
、
３
か
年
の
間
に
開
業
し
た

事
業
者
が
申
請
可
能
。
補
助
率
３

分
の
２
、
補
助
上
限
２
０
０
万
円
。

【
令
和
５
年
度
公
募
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

第
13
回 

令
和
５
年
９
月
７
日
締
切

※
電
子
申
請
の
場
合
は
、
23
時
59

分
ま
で
受
付
。
郵
送
の
場
合
は

当
日
消
印
有
効
。

※
詳
細
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、
地
元
商
工
会
ま
で
。

事
業
承
継
支
援

連
携
協
定
を
締
結

後
継
者
が
不
在
の
中
小
・
小
規
模
事
業
者

事
業
拡
大
や
創
業
等
を
お
考
え
の
方

マッチング・伴走支援

【連携スキーム】

地域事業者
ニーズ掘り起こし

事業譲渡の相談

経営支援の相談

事業譲渡希望者の紹介

北
海
道
商
工
会
連
合
会

北
海
道
内
商
工
会

日
本
政
策
金
融
公
庫

道
内
９
支
店連　携

・中小・小規模事業者の
　経営課題に精通
・伴走型支援に強み

・全国規模で事業者・
　創業者の情報を保有
・中小・小規模事業者
　への金融支援が充実

「中小・小規模事業者の事業承継」連携支援スキーム「中小・小規模事業者の事業承継」連携支援スキーム
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道
商
工
連
で
は
、
新
た
な
コ
ン

テ
ン
ツ
を
追
加
す
る
こ
と
で
、
よ

り
充
実
し
た
情
報
を
提
供
す
る
た

め
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
た
。（https://w

w
w

. 
do-shokoren.or.jp/

）

　

追
加
コ
ン
テ
ン
ツ
の
「
小
規
模
事

業
者
Ｅ
Ｃ
化
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」
で

は
、
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
作
成
支
援
ツ
ー
ル

「
カ
ラ
ー
ミ
ー
シ
ョ
ッ
プ
」
を
活
用

し
て
事
業
者
が
開
設
し
た
Ｅ
Ｃ
サ
イ

ト
を
取
り
ま
と
め
「
北
の
逸
品
デ
ジ

マ
ル
シ
ェ
！
」
と
し
て
公
開
し
、
小

規
模
事
業
者
の
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
並

び
に
販
路
開
拓
を
図
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
「
事

業
承
継
」
に
つ
い
て
、
親
族
内
承
継

や
第
三
者
承
継
の
事
例
を
動
画
形
式

で
紹
介
し
て
い
る
ほ
か
、「
事
業
再

構
築
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
」
と
し
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
変
化
し
た
経
済
社
会
に
対
応
す
る

た
め
の
、
事
業
再
構
築
補
助
金
を
活

用
し
た
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の

構
築
事
例
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

今
後
も
道
内
商
工
会
の
会
員
事
業

者
の
取
組
事
例
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

発
信
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
事
業
活

動
へ
の
支
援
に
繋
げ
て
い
く
。

　

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
・
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
時
代
の
経
済
社
会
の
変
化
に
対

応
す
る
た
め
、
中
小
企
業
等
の
新

分
野
展
開
や
事
業
転
換
と
い
っ
た
、

事
業
再
構
築
へ
の
取
り
組
み
を
支

援
す
る
事
業
再
構
築
補
助
金
の
第

８
回
公
募
の
採
択
結
果
が
４
月
６

日
に
公
表
さ
れ
た
。

応
募
の
あ
っ
た
１
２
，５
９
１
件
の

う
ち
６
，４
５
６
件
が
採
択
さ
れ
、

北
海
道
で
は
１
６
６
件
が
採
択
を

受
け
て
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

商
工
会
関
係
の
採
択
案
件
は
左
記

の
と
お
り
。

　

現
在
、
第
10
回
公
募
（
３
月
30

日
～
６
月
30
日
）
の
申
請
を
受
け

付
け
て
お
り
、
今
後
、
令
和
５
年

度
末
ま
で
に
２
回
程
度
の
公
募
が

実
施
さ
れ
る
予
定
。

　

第
10
回
公
募
か
ら
は
、「
物
価
高

騰
対
策
・
回
復
再
生
応
援
枠
」
と

し
て
、
コ
ロ
ナ
や
物
価
高
騰
に
よ

り
依
然
と
し
て
業
況
が
厳
し
い
事

業
者
へ
の
支
援
を
継
続
す
る
ほ
か
、

「
産
業
構
造
転
換
枠
」
を
新
設
し
、

産
業
構
造
の
変
化
等
に
よ
り
事
業

再
構
築
が
強
く
求
め
ら
れ
る
業
種
・

業
態
の
事
業
者
を
重
点
的
に
支
援

す
る
。

　

併
せ
て
、
成
長
分
野
に
向
け
た

大
胆
な
事
業
再
構
築
に
取
り
組
む

事
業
者
を
支
援
す
る
た
め
の
「
成

長
枠
」
を
新
設
す
る
な
ど
、
大
幅

な
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
他
の
補
助
類
型
や
補
助
要
件

等
の
詳
細
並
び
に
最
新
の
公
募
情

報
は
、
事
業
再
構
築
補
助
金
事

務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://

jigyou-saikouchiku.go.jp/

）

を
確
認
い
た
だ
き
た
い
。

　

な
お
、
道
商
工
連
で
は
、
事
業

者
に
お
け
る
事
業
再
構
築
へ
向
け

た
取
り
組
み
の
参
考
と
す
る
た
め
、

事
業
再
構
築
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の

事
例
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て

引
き
続
き
情
報
発
信
し
て
い
く
。

道
商
工
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
お
知
ら
せ

道
商
工
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
お
知
ら
せ

事
業
再
構
築
補
助
金

第
８
回
採
択
結
果
＆
公
募
の
ご
案
内

共和町
（株）共和建設
木古内
セラーズひらの
蘭越町
kamisato vineyard
南幌町

（株）Sapporocca
知内

（有）知内温泉旅館

商工会名 /事業所名
ショールームを構えた「酸素ルーム」
販売事業による新事業展開
コンビニエンスストアから高齢化社会
に適応した業種への転換
委託醸造から自社醸造へ。そして新し
いワイン産地の誕生へ
地域にない地元密着型フォトスタジオ
の新規運営による地域活性化事業
自然豊かな北海道最古の温泉旅館で
ワーケーションとサウナを提供

事業計画名

　　　　　　（中小企業庁ホームページより抜粋）

※詳しい内容は国税庁ホームページ（右のコード）をご覧いただくか、
　コールセンター（フリーダイヤル 0120-205-553）にお問い合わせください。

◎令和５年１０月１日から、インボイス制度（適格請求書等保存方式）が始まります
◎インボイスを発行する事業者となるには、９月３０日までに申請すれば制度開始
時に登録可能となります

◎インボイス制度には支援措置があります
免税事業者からインボイス発行事業者になった場合、納税額が売上税額の
２割に軽減されます

申請手続きなど対応については地元商工会にご相談ください

まだ間に合います　消費税のインボイス制度登録手続き

対象事業者：２年前の課税売上が１千万円以下等の要件を満たす事業者
対 象 期 間：令和５年１０月１日～令和８年９月３０日を含む課税期間
　　　　　  個人事業者は令和５年１０月～１２月の申告から令和８年分の申告まで
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下
川
町
商
工
会
長

三
津
橋　
英
実
さ
ん

　

三
津
橋
会
長
は
、
現
在
66
歳
。
平

成
24
年
に
商
工
会
長
に
就
任
し
、
平

成
27
年
上
川
管
内
商
工
連
監
事
、
令

和
３
年
に
同
会
長
と
道
商
工
連
理
事

に
就
任
し
て
い
る
。

　

ほ
か
に
大
正
８
年
設
立
の
下
川
事

業
協
同
組
合
の
理
事
長
を
務
め
る
な

ど
、
地
域
の
振
興
発
展
に
尽
力
さ
れ

て
お
り
、
令
和
元
年
に
は
木
材
産
業

へ
の
貢
献
が
認
め
ら
れ
、
北
海
道
産

業
貢
献
賞
を
受
賞
し
た
。

　
　
　
　
　

☆

　

下
川
町
は
、
上
川
管
内
の
北
東
部

に
位
置
し
、
面
積
の
約
９
割
を
森
林

が
占
め
る
自
然
豊
か
な
町
で
人
口
は

約
３
千
人
。

　

基
幹
産
業
は
農
畜
産
業
と
林
業
。

農
業
で
は
ハ
ウ
ス
栽
培
で
の
ト
マ

ト
や
ア
ス
パ
ラ
の
生
産
が
盛
ん
で
、

１
０
０
％
果
汁
の
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス

は
特
産
品
と
な
っ
て
い
る
。

　

か
つ
て
は
町
内
に
２
つ
の
営
林
署

が
配
置
さ
れ
る
ほ
ど
国
有
林
が
多
く

林
業
も
盛
ん
だ
が
、
平
成
23
年
に
国

か
ら
環
境
未
来
都
市
に
選
定
さ
れ
、

豊
か
な
森
林
資
源
を
活
用
し
、
木
に

包
ま
れ
た
心
豊
か
な
生
活
を
送
る
森

林
未
来
都
市
を
目
指
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
町
に
は
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ

台
が
３
台
あ
り
、
葛
西
紀
明
選
手
な

ど
多
く
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
輩
出
し
て

い
る
。

　
　
　
　
　

☆

　

下
川
町
商
工
会
は
、
会
員
数
１
２

２
名
、
組
織
率
72
％
で
、
役
員
15
名
、

職
員
３
名
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

廃
業
に
伴
う
脱
会
も
あ
る
が
、
創

業
に
よ
る
加
入
も
あ
っ
て
、
会
員
数

を
維
持
し
て
い
る
。

　

町
内
に
自
動
車
メ
ー
カ
ー
ス
ズ
キ

の
テ
ス
ト
コ
ー
ス
が
あ
り
、
商
工
会

長
が
会
長
を
務
め
る
「
下
川
ス
ズ
キ

会
」
を
商
工
会
が
事
務
受
託
し
て
お

り
、
経
済
交
流
や
浜
松
市
の
本
社
を

訪
問
す
る
な
ど
町
ぐ
る
み
で
友
好
関

係
を
築
い
て
い
る
。

　

商
業
振
興
対
策
で
は
、
約
30
店
が

参
加
し
て
「
街
な
か
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
」
を
開
催
し
、
そ
の
日
利
用
し

た
店
の
数
に
応
じ
た
回
数
の
抽
せ
ん

に
よ
っ
て
、
景
品
が
当
た
る
と
い
う

企
画
で
地
元
商
店
の
利
用
促
進
を

図
っ
て
い
る
。

　

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
会

長
は
、「
町
を
衰
退
さ
せ
な
い
た
め

に
も
店
を
残
す
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、

空
き
店
舗
活
用
な
ど
を
促
進
し
な
が

ら
商
店
の
維
持
に
尽
力
し
て
い
き
た

い
」
と
話
す
。

︱
︱
︱
企
業
紹
介
︱
︱
︱
︱
︱

　

三
津
橋
農
産
㈱
は
、
大
正
13
年
に

設
立
。
創
業
か
ら
来
年
で
１
０
０
年

を
迎
え
る
企
業
で
、
会
長
が
３
代
目

と
な
る
。

　

初
代
は
精
米
所
と
し
て
開
業
し
た

が
、
昭
和
48
年
に
現
在
の
木
材
加
工

業
を
主
と
す
る
業
態
に
転
換
し
、
ほ

か
に
灯
油
・
ガ
ス
販
売
も
行
う
。

　

会
長
は
、「
企
業
は
人
を
大
事
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
お
客
様
は

も
と
よ
り
社
員
も
同
じ
。
今
後
も
地

元
の
雇
用
を
支
え
、
地
域
と
共
に
歩

み
た
い
」
と
語
っ
た
。

　

趣
味
は
ゴ
ル
フ
で
、
地
元
愛
好
会

の
仲
間
と
近
隣
の
ゴ
ル
フ
場
で
プ

レ
ー
す
る
の
が
楽
し
み
と
い
う
。

・
資
本
金　

２
千
万
円

・
従
業
員　

73
名

（事業所外観）（事業所外観）
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人
事
異
動

人
事
異
動

　

令
和
５
年
春
の
叙
勲･

褒
章
で
次

の
商
工
会
関
係
者
が
受
章
し
た
。

〈
旭
日
双
光
章
〉
▽
村
井
正
幸
（
函

館
東
商
工
会
会
員
）▽
穀
蔵
悦
生（
遠

別
商
工
会
会
長
）▽
小
田
桐
信
守（
枝

幸
町
商
工
会
会
員
）

〈
瑞
宝
双
光
章
〉
▽
竹
浦
隆
（
新
得

町
商
工
会
元
副
会
長
）
▽
太
田
智
範

（
更
別
村
商
工
会
元
理
事
）

〈
瑞
宝
単
光
章
〉
▽
菱
田
行
哲
（
せ

た
な
町
商
工
会
会
員
）▽
杉
山
賢（
積

丹
町
商
工
会
会
員
）▽
佐
藤
隆　
（
上

川
町
商
工
会
会
員
）
▽
秋
岡
薫
（
大

空
町
商
工
会
会
員
）▽
関
谷
祐
一（
大

樹
町
商
工
会
会
員
）▽
菅
野
常
男（
幕

別
町
商
工
会
会
員
）
▽
木
下
彰
（
阿

寒
町
商
工
会
会
員
）

〈
黄
綬
褒
章
〉
▽
永
島
克
洋
（
平
取

町
商
工
会
理
事
）

〈
藍
綬
褒
章
〉
▽
吉
住
淳
男
（
沼
田

町
商
工
会
会
長
）
▽
前
田
篤
（
置
戸

町
商
工
会
理
事
）

商
工
会
人
事

（
４
月
１
日
）

〈
事
務
局
長
〉
▽
木
古
内 

藤
田
満
（
新

任
）
▽
八
雲 

萬
谷
俊
美
（
新
任
）
▽

長
万
部 

加
藤
慶
一
（
新
任
）
▽
今
金

町 

牧
野
栄
司
（
新
任
）
▽
喜
茂
別
町 

遠
城
諭
史
（
新
任
）
▽
長
沼
町 

矢
埜

敏
博
（
新
任
）
▽
妹
背
牛 

河
野
和
浩

（
新
任
）▽
雨
竜
町 

中
井
勇
人（
新
任
）

▽
あ
さ
ひ
か
わ 

島
田
成
人
（
同
経
営

指
導
員
）
▽
鷹
栖
町 

中
川
敏
（
幌
加

内
町
同
）
▽
上
川
町 

中
野
和
弘
（
新

任
）
▽
剣
渕 

上
林
聖
久
（
新
任
）
▽

幌
加
内
町 

竹
谷
浩
昌
（
新
任
）
▽
小

平
町 

花
田
一
彦
（
新
任
）
▽
天
塩 

草
刈
賢
一
（
新
任
）
▽
枝
幸
町 

佐
藤

宏
一
（
同
経
営
指
導
員
）
▽
豊
富
町 

福
島
剛
（
新
任
）
▽
湧
別
町 

野
田
直

人
（
新
任
）
▽
白
老
町 

野
宮
淳
史
（
新

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

江
差
商
工
会 

会
長

赤
石 

智
恵
美　

様
が

５
月
27
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

清
里
町
商
工
会 

事
務
局
長

杉
沢 

美
信　

様
が

４
月
14
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　遠別商工会の穀藏悦生会長（74歳）
は、令和5年春の叙勲（令和5年4月29日
付）で、旭日双光章を受章した。

　穀藏会長は、昭和47年8月に㈲穀蔵組に勤務し、平成6年８
月に同代表取締役に就任した。
　企業経営の傍ら昭和58年5月に遠別商工会理事、平成3年
5月に同副会長、平成24年5月に同会長に就任し、商工会組織
の拡充強化に尽力し、現在に至っている。
　また、平成3年5月から平成22年5月まで町議会議員を歴
任、さらに、町観光協会会長を務めるなど、地域経済界のリー
ダーとして幅広い分野で活躍している。
　特に、会長就任直後の平成24年には、地元の食材を使い、
低コストで手軽に作れ、多くの人に愛される一品を発掘するた
め、「えんべつＢ級グルメコンテスト」を開催しレシピを公募、
多数の応募の中から地元産ホタテとタコを使用した「えんべ
つコロッケ」がグランプリを受賞、商工会女性部が中心となり
作品のレシピに地元産男爵芋を加えて商品化に成功した。
　このコロッケは、町内小中学校の給食で提供され、「道の
駅えんべつ富士見」でも販売された。
　さらに、令和元年に茨城県で開催された「コロッケフェス
ティバルin龍ヶ崎」に出品し、全国3位を獲得、知名度が大き
く向上したことで、販売力が強化された。
　また、商工会が事務局を担う「えんべつたま～るカード会」
のキャツシュレス化を推進し、経済産業省の補助金を活用し
てＩＣ型ポイントカードを導入した。
　令和2年度からは、「行政ポイントサービス事業」が開始さ
れ、町が実施する健康診断やボランティア事業に参加すると
ポイントが付与されており、行政とともに消費者還元事業に取
り組んでいる。
　今回、これらの功績が認められての受章となった。

　沼田町商工会の吉住淳男会長（63
歳）は、令和5年春の褒章（令和5年4月
29日付）で、藍綬褒章を受章した。

　吉住会長は、昭和63年6月に㈱丸ヨ吉住商店の常務取締役、
平成2年6月に同専務取締役、平成15年5月には同代表取締役
に就任した。
　企業経営の傍ら平成15年5月に沼田町商工会理事、平成18
年5月に同副会長、平成21年5月に同会長に就任し、商工会組
織の拡充強化に尽力し、現在に至っている。
　また、町観光協会会長、㈱まちづくりぬまた代表取締役、夜
高あんどん実行委員会委員長、北海道穀類商業協同組合理
事長、北海道商工業振興審議会委員、北海道特別職報酬等
審議会委員を務め、地域経済界のリーダーとして幅広い分野
で活躍している。
　特に、町内で唯一生鮮食料品を取り扱うスーパーマーケッ
トが、平成26年に施設の老朽化によって解体撤退することと
なり、住民の生活基盤に大きな影響が出ることが懸念された
際には、商工会が主体となり中心市街地に商業機能を備えた
コミュニティ施設の整備を推進した。
　施設は、名称を「まちなかほっとタウン」とし、平成29年9月
にオープン、地域の買物利便性を維持し、さらに施設内の多
目的スペースの活用によって、地域コミュニティの向上を図っ
ている。
　また、令和2年に発生した新型コロナウイルス感染症の影響
を受けた会員企業を支援するため、商工会に緊急対策委員会
を設置、会費の減免を始め、緊急性の高い支援策を迅速に町
へ要請した結果、水道料や固定資産税の減免などが措置さ
れ、資金繰りに苦慮する会員企業の経営支援に寄与した。
　今回、これらの功績が認められての受章となった。

晴れの
旭日双光章に輝く

晴れの
　藍綬褒章に輝く

春
の
叙
勲
・
褒
章

道
内
関
係
受
章
者
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任
）
▽
安
平
町 

熊
谷
泰
裕
（
新
任
）

▽
洞
爺
湖
町 

毛
利
敏
夫
（
新
任
）
▽

新
ひ
だ
か
町 

米
田
和
哉
（
新
任
）
▽

鹿
追
町 
菊
池
光
浩
（
新
任
）
▽
中
札

内
村 

加
藤
成
孝
（
新
任
）
▽
幕
別
町 

三
島
均
（
新
任
）
▽
浜
中
町 

久
米
仁

（
新
任
）

〈
経
営
指
導
員
〉
▽
当
別
町
（
雨
竜
町

経
営
指
導
員
）
佐
々
木
治
之
▽
雨
竜

町
（
浜
中
町
同
）
久
保
佳
介
▽
幌
加

内
町
（
雄
武
町
同
）
笹
真
大
郎
▽
羽

幌
町
（
初
山
別
村
同
）
瀬
川
洋
樹
▽

初
山
別
村
（
風
連
補
助
員
）
奥
田
丞

治
▽
猿
払
村
（
月
形
記
帳
専
任
職
員
）

佐
藤
悠
斗
▽
枝
幸
町
（
利
尻
富
士
町

補
助
員
）
田
村
和
也
▽
小
清
水
町
（
同

補
助
員
）
清
水
勇
介
▽
湧
別
町
（
小

清
水
町
経
営
指
導
員
）
田
中
佑
弥
▽

興
部
町
（
同
補
助
員
）
横
田
麻
耶
▽

雄
武
町
（
山
部
補
助
員
）
宮
内
雄
基

▽
安
平
町
（
厚
真
町
同
）
糸
屋
崇
洋

▽
え
り
も
町
（
同
記
帳
専
任
職
員
）

中
澤
舜
佑
▽
広
尾
町
（
同
記
帳
専
任

職
員
）
斎
藤
弘
樹
▽
本
別
町
（
足
寄

町
補
助
員
）
小
泉
佳
菜
▽
浜
中
町
（
安

平
町
経
営
指
導
員
）
野
呂
政
幸

【
退
職
】

（
12
月
31
日
）

〈
事
務
局
長
〉
▽
日
高
町 

山
下
敏
洋

（
２
月
28
日
）

〈
事
務
局
長
〉
▽
三
笠
市 

須
河
恵
介

（
３
月
31
日
）

〈
事
務
局
長
〉
▽
木
古
内 

品
田
信
也

▽
長
万
部 

中
森
恵
▽
今
金
町 

小
林

洋
伸
▽
喜
茂
別
町 

林
己
人
▽
積
丹
町 

横
山
治
人
▽
長
沼
町 

山
科
隆
男
▽
雨

竜
町 

藤
澤
敦
司
▽
あ
さ
ひ
か
わ 

石

本
一
三
▽
鷹
栖
町 

水
野
英
彦
▽
上
川

町 

渡
辺
多
賀
志
▽
剣
渕 

加
藤
裕
▽

下
川
町 

桜
木
誠
▽
幌
加
内
町 

鈴
木

藤
雄
▽
小
平
町 

松
谷
悟
▽
枝
幸
町 

田
部
秀
人
▽
豊
富
町 

板
垣
壽
徳
▽
湧

別
町 
髙
桑
誠
▽
白
老
町 

中
村
諭
▽

洞
爺
湖
町 

八
反
田
稔
▽
安
平
町 

前

田
淳
一
▽
平
取
町 

崎
廣
秀
樹
▽
新
ひ

だ
か
町 

渡
辺
勝
造
▽
鹿
追
町 

島
か

お
る
▽
中
札
内
村 
桑
田
尚
行
▽
幕
別

町 

太
刀
野
真
▽
阿
寒
町 
大
浦
俊
之

〈
経
営
指
導
員
〉
▽
当
別
町 
熊
谷
一

紀
▽
天
塩 

矢
野
剛
士
▽
湧
別
町 
三

宅
正
人
▽
興
部
町 

松
永
充
弘
▽
え
り

も
町 

辻
一
範
▽
広
尾
町 

山
本
伸
一

（
４
月
30
日
）

〈
事
務
局
長
〉
▽
奥
尻 

切
山
尚
明

◆

道
商
工
連
人
事

（
４
月
１
日
）

▽
事
務
局
長
（
総
務
部
長
）
中
畑
雅

幸
▽
事
務
局
次
長
兼
組
織
経
営
支
援

部
長
（
組
織
経
営
支
援
部
長
）
渡
部

正
樹
▽
総
務
部
長
（
組
織
経
営
支
援

部
参
事
兼
組
織
支
援
課
長
）
星
圭
司

▽
組
織
支
援
課
長
（
会
員
サ
ー
ビ
ス

課
長
）
池
田
誠
▽
会
員
サ
ー
ビ
ス
課

長
（
オ
ホ
ー
ツ
ク
支
所
長
）
小
田
桐

貴
典
▽
オ
ホ
ー
ツ
ク
支
所
長
（
広
域

支
援
課
主
幹
兼
企
業
支
援
課
主
幹
）

近
藤
ま
ゆ
み
▽
十
勝
支
所
主
幹
（
組

織
支
援
課
主
幹
）
高
橋
一
美
▽
企
業

支
援
課
主
任
（
総
務
課
主
任
）
田
村

允
樹
▽
広
域
支
援
課
主
事
（
十
勝
支

所
主
事
）
炭
谷
瑞
紀
▽
総
務
課
主
事

（
特
別
推
進
局
主
事
兼
組
織
支
援
課

主
事
）
矢
澤
昂
大
▽
広
域
支
援
課
主

査
兼
企
業
支
援
課
主
査
（
本
別
町
商

工
会
経
営
指
導
員
）
久
保
耕
二
▽
総

務
課
主
任
（
下
川
町
商
工
会
記
帳
専

任
職
員
）
都
敦
貴
▽
特
別
推
進
局
主

事
兼
組
織
支
援
課
主
事
（
美
瑛
町
商

工
会
記
帳
専
任
職
員
）
田
原
寛
明
▽

十
勝
支
所
主
事
補
（
新
任
）
上
原
達

也▽
参
与
（
再
雇
用
）
横
島
義
人
▽
組

織
経
営
支
援
部
参
事
（
同
）
藤
谷
敏

彦【
退
職
】

（
３
月
31
日
）

▽
参
与 

野
原
宏
▽
広
域
支
援
課
推
進

役 

西
村
幸
則
▽
道
北
支
所
主
幹 
小

野
喜
美
▽
十
勝
支
所
主
査 

山
岡
泰
斗

▽
道
南
支
所
主
事 

望
月
太
翔
▽
釧
根

支
所
主
事 

西
野
綾
夏

2023年度おすすめ講座のご案内

中小企業大学校旭川校 TEL 0166-65-1200

北海道の中小企業及び地域の課題・ニーズに合わせた「自社課題解決型」講座が目白押し！

講座詳細は 旭川校HP

人材育成は中小企業大学校旭川校にお任せください！中小企業の「ひとづくり」に貢献します。

お気軽にお問い合わせください

旭川市緑が丘東 3 条 2 丁目 2-1

独立行政法人 中小企業基盤整備機構 北海道本部

■№301 経営管理者養成コース 　　　  ～成長し続ける中核人材を育てる～
2023年７月4日（火）～12月8日（金）　　　　298,000円（税込）  　　　経営幹部、後継者、管理者期　間 受講料 対象者

■№15  リスク管理の考え方・進め方（札幌開催） ～自社のリスク把握と評価方法を学ぶ～
2023年7月5日（水）～7月6日（木）           　 22,000円（税込）   　　　  経営者、経営幹部期　間 受講料 対象者

■№16  生産現場改善講座　　　　　～生産現場の問題点を改善に導く力と手法を学ぶ～
2023年7月10日（月）～12日（水）  　 　　　 32,000円（税込）  　　　  製造業の管理者・新任管理者期　間 受講料 対象者

中小　旭川 初めての方は 旭川校トリセツ

【 戦略的発想に基づいた質の高い経営を行うための総合的マネジメント能力をマスター! 】
おすすめ


